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(54)【発明の名称】 内視鏡表示システム

(57)【要約】
【課題】  簡単な構成で複数の種類の画像をＴＶモニタ
に表示する。
【解決手段】  ＴＶモニタ１１では、デジタル入力回路
１２から入力されたデジタル画像データはコマンド解析
回路１３を通ったあと、信号処理回路１４にて回転、反
転、親子画面表示等の信号処理、インターレース信号か
らノンインターレース信号への変換、４８０Ｐ，７２Ｏ
Ｐ、１０８０ｉ等のフォーマット変換等が行われた後、
表示部１５にて画像として表示される。ＴＶモニタ１１
内にはそのＴＶモニタ１１を識別可能な識別子を保存す
るＩＤデータ記憶回路１８を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画像データをデジタルデータとして通信
可能な入出力手段と、
前記デジタルデータに個々の装置を識別する識別子を付
加する識別子付加手段と、
前記個々の装置を制御する制御コマンドを付加するコマ
ンド付加手段と、
前記識別子及び前記制御コマンドを識別する識別手段
と、
前記識別手段で識別した前記識別子及び前記制御コマン
ドに応じて表示手段での画像の表示形態を変える表示形
態変更手段とを備えたことを特徴とする内視鏡表示シス
テム。
【請求項２】  前記デジタルデータは一系統の伝送路で
構成されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡表
示システム。
【請求項３】  前記制御コマンドは前記画像の表示形態
の変更を指示する制御コマンドに限らず、前記個々の装
置の機能が変更可能な制御コマンドからなることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡表示システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡表示システ
ム、更に詳しくは複数のＴＶモニタへの表示形態の制御
部分に特徴のある内視鏡表示システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】体腔内に細長の挿入部を挿入することに
より、体腔内臓器を観察したり、必要に応じて処置具を
用いて各種の処置を行う内視組下外科手術が広く行われ
ている。
【０００３】この内視鏡下外科手術に使用される装置
は、内視鏡のほかに例えば、被検部へ内視鏡を介して照
明光を供給する光源装置、内視鏡からの画像をＴＶモニ
タに表示するためのＴＶカメラ及びカメラ・コントロー
ル・ユニット（ＣＣＵ）、あるいは処置具として電気メ
ス、気腹器などがあり、これらさまざまな機器が手術の
目的により組み合わされシステム化されて使用されてい
る。
【０００４】このようなシステムでは、例えば特開平７
－３０３６５１号公報に示すように、各装置はシステム
コントローラで集中制御され、また、ＴＶモニタは術者
が見やすいように複数設置され、上記ＴＶモニタヘの表
示はビデオミキサ等により術者の位置に応じて見やすい
ように画像を上下反転、回転等して表示するようになっ
ている。
【０００５】また、従来画像信号はアナログ信号として
上記ビデオミキサ、ＴＶモニタ等に入出力されていた
が、近年、ＩＥＥＥ１３９４等での高速デジタル画像伝
送が可能となってきている。また、デジタルＴＶ放送の
開始により、４８０ｉ、７２０Ｐ、１０８０ｉ等の複数
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のＴＶ画像フォーマットが規定され、ＴＶモニタも複数
のフォーマットに対応可能となっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、ＴＶモ
ニタが複数のフォーマットに対応可能となっているが、
従来の内視鏡表示システムでは、異なる表示形態の画像
を複数のＴＶモニタに表示させる場合、それぞれのＴＶ
モニタ毎に所望の表示形態の画像データを別個に伝送す
る必要があり、システムの接続形態が複雑になるといっ
た問題がある。
【０００７】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、簡単な構成で複数の種類の画像をＴＶモニタに
表示することのできる内視鏡表示システムを提供するこ
とを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡表示シス
テムは、画像データをデジタルデータとして通信可能な
入出力手段と、前記デジタルデータに個々の装置を識別
する識別子を付加する識別子付加手段と、前記個々の装
置を制御する制御コマンドを付加するコマンド付加手段
と、前記識別子及び前記制御コマンドを識別する識別手
段と、前記識別手段で識別した前記識別子及び前記制御
コマンドに応じて表示手段での画像の表示形態を変える
表示形態変更手段とを備えて構成される。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１０】図１ないし図４は本発明の第１の実施の形
態に係わり、図１はＣＣＵの構成を示す構成図、図２は
図１のＣＣＵに接続されるＴＶモニタの構成を示す構成
図、図３は図１のＣＣＵから出力されるデジタル画像デ
ータの構成を示す図、図４は図２の表示部に表示される
表示例を示す図である。
【００１１】（構成）図１に示すように、内視鏡に取り
付け可能なＴＶカメラ１の撮像素子（以下、ＣＣＤと略
記）２は、カメラ・コントロール・ユニット（以下、Ｃ
ＣＵと略記）３に接続している。
【００１２】ＣＣＤ２はＣＣＵ３内のＣＣＤドライバ４
にて駆動され、ＣＣＤ２からの出力はＣＣＵ３内のＣＤ
Ｓ回路５にて２重相関処理をされた後、Ａ／Ｄ変換器６
にてデジタルデータに変換され、映像信号処理回路７に
て映像信号に変換され、デジタル入出力Ｉ／Ｆ８を介し
て外部の機器、例えばＴＶモニタ等に接続されている。
【００１３】デジタル入出力Ｉ／Ｆ８のデジタルインタ
ーフェースとしては、例えばＩＥＥＥ１３９４等の高速
なインターフェースが使用できる。
【００１４】ＣＣＤドライバ４、ＣＤＳ回路５、Ａ／Ｄ
変換器６、映像信号処理回路７、デジタル入出力Ｉ／Ｆ
８は、タイミングジェネレータ９が供給するタイミング
信号にて動作し、上記ＣＤＳ回路５、Ａ／Ｄ変換器６、
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3
映像信号処理回路７、デジタル入出力Ｉ／Ｆ８、タイミ
ングジェネレータ９は制御回路１０にて制御されてい
る。
【００１５】図２は上記ＣＣＵ３に接続可能なＴＶモニ
タ１１のブロック図であり、デジタル入力回路１２から
入力されたデジタル画像データはコマンド解析回路１３
を通ったあと、信号処理回路１４にて回転、反転、親子
画面表示等の信号処理、インターレース信号からノンイ
ンターレース信号への変換、４８０Ｐ，７２ＯＰ、１０
８０ｉ等のフォーマット変換等が行われた後、表示部１
５にて画像として表示される。
【００１６】コマンド解析回路１３及び信号処理回路１
４は、制御回路１６にて制御されている。また、デジタ
ル入力回路１２に入力されたデジタル信号はそのままデ
ジタル出力回路１７に入力され、デジタル出力回路１７
を介して他の装置に接続可能となっている。デジタル出
力回路１７もまた制御回路１６にて制御されている。ま
た、ＴＶモニタ１１内にはそのＴＶモニタ１１を識別可
能な識別子を保存するＩＤデータ記憶回路１８を有す
る。
【００１７】ＣＣＵ３から出力されるデジタル画像デー
タは、図３に示すように、コマンドデータ部と画像デー
タ部とからなり、コマンドデータ部はデジタル入出力Ｉ
／Ｆ８に接続されている各機器を識別可能なＩＤ部と各
機器を制御可能なコマンド部とからなる。また、画像デ
ータ部はＴＶ画像のフレームあるいはフィールド単位で
構成され、その間にコマンドデータが挿入されている。
【００１８】（作用）ＣＣＵ３から出力されたデジタル
画像データは、ＴＶモニタ１１のデジタル入力回路１２
を介してコマンド解析回路１３にてそのコマンド部が切
り出され制御回路１６に切り出したコマンドを引き渡
す。
【００１９】制御回路１６ではコマンドデータ部のＩＤ
部とＴＶモニタ１１内のＩＤデータ記憶回路１８に保存
されているＴＶモニタ１１の固有の識別データを比較す
る。コマンドのＩＤ部と上記ＩＤデータ記憶回路１８の
識別データが一致しなかった時にはそのＴＶモニタ１１
に対するコマンドでは無いと判断する。上記データが一
致した時にはそのＴＶモニタ１１に対するコマンドと判
断し、コマンドに応じた処理を行う。
【００２０】また、制御回路１６ではそのコマンドに応
じて、画像データをそのまま表示するのか、倒立像を表
示するのか、静止画を表示するのか、回転、静止画と動
画の親子画像を表示するのかを判断し、信号処理部１４
に指令を出し、表示部１５にて画像を表示する。
【００２１】また、デジタル入力部１２に入力されたデ
ジタル画像データは、図４に示すように、そのままデジ
タル出力回路１７を介して次段のＴＶモニタ１１ａ、１
１ｂに入力される。次段に接続されたＴＶモニタ１１
ａ、１１ｂでも同様にコマンドを解釈してコマンドに応
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じた信号処理を行い、それぞれ表示部１５に画像を表示
する。従って、ＣＣＵ３から出力された同一の画像デー
タに対して各ＴＶモニタ１１、１１ａ、１１ｂで異なる
表示を行うことが可能となる。
【００２２】（効果）ＣＣＵ３からの一系統の出力に対
して複数のＴＶモニタを接続できるとともに、各ＴＶモ
ニタ１１で異なる表示形態とすることが可能となる。
【００２３】図５及び図６は本発明の第２の実施の形態
に係わり、図５はＣＣＵの構成を示す構成図、図６は図
５のＣＣＵを備えた内視鏡表示システムの接続形態を示
す図である。
【００２４】第２の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００２５】（構成）図５に示すように、本実施の形態
では、ＣＣＵ３に第１のデジタル入出力Ｉ／Ｆ１９及び
第２のデジタル入出力Ｉ／Ｆ２０を設け、この第１のデ
ジタル入出力Ｉ／Ｆ１９及び第２のデジタル入出力Ｉ／
Ｆ２０は制御回路１０に接続されている。また制御回路
１０はＣＣＵ３を識別可能な識別子を保存するＩＤデー
タ記憶回路２１と接続されている。
【００２６】図６に示すように、本実施の形態では、Ｃ
ＣＵ３のデジタル入出力Ｉ／Ｆ２０はコントローラ２２
と接続されており、デジタル入出力Ｉ／Ｆ１９は光源装
置２３と接続されている。同様に光源装置２３は第１の
ＴＶモニタ１１ａに、第１のＴＶモニタ１１ａは第２の
ＴＶモニタ１１ｂに接続されている。
【００２７】デジタル入出力Ｉ／Ｆ１９及び２０のデジ
タルインターフェースは例えばＩＥＥＥ１３９４を用
い、カスケードに接続可能であるとともに双方向の伝
送、通信が可能な構成となっている。
【００２８】（作用）図６に示すように、ＣＣＵ３はデ
ジタル入出力Ｉ／Ｆ２０を介してコントローラ２２に接
続されている。コントローラ２２は図３に示した形式で
コマンドデータをＣＣＵ３のデジタル入力Ｉ／Ｆ２０に
入力する。コマンドデータがデジタル入出力Ｉ／Ｆ２０
にて切り出され制御回路１０に引き渡される。
【００２９】制御回路１０はコマンドデータのＩＤ部が
ＩＤデータ記憶回路２１の識別データと一致した時には
ＣＣＵ３自身へのコマンドであると判断し、制御回路１
０はコマンドに応じたＣＣＵ３の機能を設定する。一
方、ＩＤ部が一致しないときには他の装置へのコマンド
であると判断し、そのコマンドを図３のように画像デー
タに挿入してデジタル入出力Ｉ／Ｆ１９から出力する。
【００３０】デジタル入出力Ｉ／Ｆ１９からのコマンド
は例えばＣＣＵ３と接続されている光源装置２３のコマ
ンドでも良いし光源装置２３の次に接続されているＴＶ
モニタ１１ａ、１１ｂへのコマンドでも良い。また、光
源装置２３からの指令をＣＣＵ３が受けるようにしても
良いし、ＣＣＵ３，光源装置２３の状態をコントローラ
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２２に伝えるようにしても良い。また、バスアクセス等
の通信制御の方法はＩＥＥＥ１３９４の手順に従っても
良い。
【００３１】（効果）一系統の信号ラインで映像信号を
送るとともに他の周辺装置をコントローラで集中制御、
あるいは状態検知をすることができる。
【００３２】図７は本発明の第３の実施の形態に係るＣ
ＣＵの構成を示す構成図である。
【００３３】第３の実施の形態は、第２の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００３４】（構成）本実施の形態では、図７に示すよ
うに、カメラヘッド１内に撮像素子であるＣＣＤ２の種
類を示すＣＣＤデータ部２４が設けられている。ＣＣＤ
識別部２４はＣＣＵ３内のＣＣＤ識別回路２５に接続さ
れ、ＣＣＤ２の種類を識別する。識別結果は制御回路１
０に入力される。
【００３５】また、ＣＣＵ３内の映像信号処理回路７で
映像信号化された信号はＭＰＥＧエンコーダ２６、ＤＶ
圧縮回路２７に入力されその出力はスイッチ部２８に入
力されている。
【００３６】スイッチ部２８で選択されたＭＰＥＧエン
コーダ２６またはＤＶ圧縮回路２７の信号はデジタル入
出力Ｉ／Ｆ１９を介して出力される。
【００３７】ＭＰＥＧエンコーダ２６、ＤＶ圧縮回路２
７、スイッチ部２８は制御回路１０にて制御される。
【００３８】また、第２の実施の形態と同様にＣＣＵ３
内にはデジタル入出力Ｉ／Ｆ２０、ＩＤデータ記憶回路
２１を有する。
【００３９】（作用）ＣＣＤ識別回路２５で識別された
結果は制御回路１０に入力され、ＣＣＤ２の種類に応じ
た制御信号を生成するようにタイミングジェネレータ９
に制御回路１０から指示を出す。
【００４０】また、制御回路１０はＣＣＤ２の画素数、
走査方式に応じた信号処理を行うように映像信号処理回
路７に指示を出す。
【００４１】上記映像信号処理回路７から出力された信
号はＭＰＥＧエンコーダ２６、ＤＶ圧縮回路２７で圧縮
され、スイッチ部２８で上記圧縮された信号あるいは圧
縮されない信号がスイッチ部２８で選択されてデジタル
入出力Ｉ／Ｆ１９に入力される。
【００４２】一方、制御回路１０はＣＣＤ２の種類、出
力されるデジタル信号の形式、及びＴＶモニタ１１で表
示する反転、回転等の表示形式及び４８０Ｐ、７２０
Ｐ、１０８０ｉ等の出力フォーマットをコマンドとして
第１、第２の実施の形態と同様にデジタル画像データの
先頭に挿入するようデジタル入出力Ｉ／Ｆ１９に指示を
出す。
【００４３】ＴＶモニタ１１側では第１、第２の実施の
形態と同様にコマンドに応じた表示形式および出力フォ
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ーマットに入力されたデジタル画像を変換して表示す
る。
【００４４】（効果）ＣＣＵ３ではＣＣＤ２の種類に応
じた信号処理を行うことで最適な画像を送信するととも
に、ＴＶモニタ１１での表示は術者の好みに応じた最適
な表示形式での観察が可能となる。
【００４５】図８ないし図１０は本発明の第４の実施の
形態に係わり、図８はＣＣＵの構成を示す構成図、図９
は図８の画像生成回路で生成される画像データを説明す
る図、図１０は図８のＣＣＵから出力されるデジタル画
像データの構成を示す図である。
【００４６】第４の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００４７】（構成）本実施の形態では、図８に示すよ
うに、第１の実施の形態の構成において、映像信号処理
回路７の後に画像生成回路２９を挿入してＣＣＵ３を構
成している。
【００４８】（作用）画像生成回路２９で、図９
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）のように各ＴＶモニタ１１に表
示したい画像データをそれぞれ生成する。
【００４９】画像生成回路２９からの画像データは、デ
ジタル出力Ｉ／Ｆ８に入力され、デジタル出力Ｉ／Ｆ８
では制御回路１０からの指示に応じて、図１０に示すよ
うに、各画像データの先頭に表示させるＴＶモニタ１１
の識別子をモニタＩＤとして挿入する。
【００５０】ＴＶモニタ１１では識別子をＴＶモニタ１
１内のＩＤデータと比較し、ＩＤデータが一致した場合
には信号処理回路１４にて信号処理を行い表示部１５に
表示する。
【００５１】（効果）表示する画像を予めＣＣＵ３にて
生成するため、ＴＶモニタ１１内での信号処理の負担を
軽減できる。
【００５２】図１１及び図１２は本発明の第５の実施の
形態に係わり、図１１はＣＣＵの構成を示す構成図、図
１２は図１１のＣＣＵを備えた内視鏡表示システムの接
続形態を示す図である。
【００５３】第５の実施の形態は、第３の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００５４】（構成）本実施の形態では、図１１に示す
ように、スイッチ部２８の出力は画像記録回路３０に入
力され、画像記録回路３０の出力はデジタル記録Ｉ／Ｆ
３１に入力されている。
【００５５】デジタル記録Ｉ／Ｆ３１の出力は、図１２
に示すように、画像記録装置３２に入力されており、デ
ジタル記録Ｉ／Ｆ３１は画像データを画像記録装置３２
に送出するとともに画像記録装置３２と制御回路１０と
の通信を仲介している。画像記録回路３０、デジタル記
録Ｉ／Ｆ３１は制御回路１０にて制御されている。
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【００５６】（作用）スイッチ部２８からの画像データ
はデジタル入出力Ｉ／Ｆ部１９を経由してＴＶモニタ１
１に送出されるとともに、画像記録回路３０に入力され
る。
【００５７】画像記録装置３２の状態はデジタル記録Ｉ
／Ｆ３１を介して制御回路１０に入力され、デジタル記
録装置３２が記録可能な状態に時には画像記録回路３０
に入力され記録された画像データを読み出してデジタル
記録Ｉ／Ｆ３１を介して画像記録装置３２に送出され
る。
【００５８】画像記録回路３０内の上記送出された画像
データに対応する記録部分は空き領域として再度画像の
記録に使用される。
【００５９】今、画像記録装置３２が記録不能となった
場合、画像記録装置３２はデジタル記録Ｉ／Ｆ３１を介
して制御回路１０に記録不能である旨のメッセージを通
知する。あるいは、一定時間ごとに制御回路１０がデジ
タル記録Ｉ／Ｆ３１を介して画像記録装置３２の状態を
チェックしても良い。
【００６０】そのとき、制御回路１０は画像記録回路３
０に画像の送出を中止するよう指示を出し、画像記録装
置３２が記録すべき画像データを画像記録回路３０が記
録しつづける。画像記録装置３２が再度記録可能になっ
た時点で画像記録回路３０から画像データを送信する。
【００６１】そして、画像記録回路３０の送信した画像
に対応する記録部分は空き領域として再度記録に使用さ
れる。
【００６２】（効果）画像を途切れることなく記録装置
に記録することが可能となる。
【００６３】図１３は本発明の第６の実施の形態に係る
内視鏡表示システムの接続形態を示す図である。
【００６４】（構成）本実施の形態では、第１～５の実
施の形態のように双方向に通信可能でカスケード接続可
能なデジタル伝送路にて、図１３に示すように、コント
ローラ１００、電気メス１０１、気腹装置１０２、ＣＣ
Ｕ１０３、光源装置１０４、ＴＶモニタ１０５、１０６
を接続する。
【００６５】コントローラ１００、電気メス１０１、気
腹装置１０２、光源装置１０４、ＴＶモニタ１０５、１
０６は第２の実施の形態と同様に、図５に示したＣＣＵ
３のように双方向に通信可能なデジタル入出力Ｉ／Ｆ１
９、２０及びＩＤデータ記憶回路２１、制御回路１０を
有し、制御回路１０にてＩＤの識別が可能である。上記
装置を図１３のごとくカスケードに信号線で接続する。
【００６６】従ってコントローラ１００からの指令がＴ
Ｖモニタ１０６へのものである場合には電気メス１０
１、気腹装置１０２等を通過してＴＶモニタ１０６に指
令が伝達される。この場合、コントローラ１００がマス
クとなり他の機器にデータ、コマンドの送信を許可する
作業を行う。例えば通信方法としてＩＥＥＥ１３９４を*
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*使う場合には、コントローラ１００がルート・ノード、
バス・マネージャーとなるように設定する。また、各機
器の接続順はコントローラ１００との通信の優先度を高
めたいものから接続するようにする。
【００６７】（作用）コントローラ１００からの指令は
構成にて説明したようにコントローラ１００から順次伝
達される。また、末端まらの指令は逆のルートでコント
ローラ１００に伝達される。
【００６８】ここで、光源装置１０４からコントローラ
１００にデータを伝送する場合、まずデータ伝送要求を
バスマスクであるコントローラ１００に伝え、バスの使
用権を得る必要がある。
【００６９】この光源装置１０４からのデータ伝送要求
はまずＣＣＵ１０３に入力され、ＣＣＵ１０３を介して
気腹装置１０２へ、気腹装置１０２から電気メス１０
１、電気メス１０１からコントローラ１００に伝達さ
れ、逆のルートを通ってデータ伝送許可をコントローラ
１００から光源１０４、及び他の装置すべてに伝える。
この状態で電気メス１０４はデータをコントローラ１０
０に送信可能となる。
【００７０】送信されたデータはデータ伝送要求と同様
の手順で各機器を経由してコントローラ１００に伝送さ
れる。
【００７１】上記状態で、気腹装置１０２からコントロ
ーラ１００に伝送するデータがある場合には気腹装置１
０２にて光源装置１０４からのデータ伝送許可を保留
し、気腹装置１０２のデータ伝送要求を送信する。
【００７２】そして、気腹装置１０２のデータ伝送が終
わったあとで光源装置１０４のデータ伝送許可を電気メ
ス１０１に伝送する。
【００７３】従って、設定した優先度の高い電気メス１
０１のデータをコントローラ１００に伝送することがで
きる。
【００７４】（効果）カスケードに接続された各機器間
でのデータ通信において、各機器の優先度に応じたデー
タの伝送が可能となる。
【００７５】上記各実施の形態によれば、各装置間をデ
ジタルデータにて通信可能とし、画像をデジタルデータ
で伝送するとともに、上記データに各機器を識別可能な
識別子と書く各機器を制御するためのコマンドを付加す
ることで、一つの伝送ルートで複数のＴＶモニタ上にそ
れそれ異なる形態の画像を表示可能となる。
【００７６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、簡
単な構成で複数の種類の画像をＴＶモニタに表示するこ
とができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るＣＣＵの構成
を示す構成図
【図２】図１のＣＣＵに接続されるＴＶモニタの構成を
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示す構成図
【図３】図１のＣＣＵから出力されるデジタル画像デー
タの構成を示す図
【図４】図２の表示部に表示される表示例を示す図
【図５】本発明の第２の実施の形態に係るＣＣＵの構成
を示す構成図
【図６】図５のＣＣＵを備えた内視鏡表示システムの接
続形態を示す図
【図７】本発明の第３の実施の形態に係るＣＣＵの構成
を示す構成図
【図８】本発明の第４の実施の形態に係るＣＣＵの構成
を示す構成図
【図９】図８の画像生成回路で生成される画像データを
説明する図
【図１０】図８のＣＣＵから出力されるデジタル画像デ
ータの構成を示す図
【図１１】本発明の第５の実施の形態に係るＣＣＵの構
成を示す構成図
【図１２】図１１のＣＣＵを備えた内視鏡表示システム
の接続形態を示す図 *
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*【図１３】本発明の第６の実施の形態に係る内視鏡表示
システムの接続形態を示す図
【符号の説明】
１…ＴＶカメラ
２…ＣＣＤ
３…ＣＣＵ
４…ＣＣＤドライバ
５…ＣＤＳ回路
６…Ａ／Ｄ変換器
７…映像信号処理回路
８…デジタル入出力Ｉ／Ｆ
９…タイミングジェネレータ
１０，１６…制御回路
１１…ＴＶモニタ
１２…デジタル入力回路
１３…コマンド解析回路
１４…信号処理回路
１５…表示部
１７…デジタル出力回路
１８…ＩＤデータ記憶回路

【図１】 【図２】

【図３】

【図９】

【図１０】
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